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１．まえがき

フレームリレーベアラサービス（ＦＲＢＳ）は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］で記述されている。他

のベアラサービスはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２００シリーズで記述されている。本標準は、フレームリレーベア

ラサービスと他のサービス間のインタワーキングにおけるインタフェースに関する機能の要求条件と構成

を提供する。

本標準は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５００シリーズで定義されているインタワーキングの原則に従う。

　以下のインタワーキングの組み合わせが本標準の規定範囲である。

　－　フレームリレーベアラサービスとフレームスイッチベアラサービスとのインタワーキング

　－　ＦＲＢＳとＸ．２５／Ｘ．３１サービスとのインタワーキング

　－　ＬＡＮとＦＲＢＳとのインタワーキング／ＬＡＮとＬＡＮとのインタコネクション

　－　ＦＲＢＳと回線交換サービスとのインタワーキング

　－　ＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮとのインタワーキング

　これらのインタワーキングシナリオに関する機能の要求条件および構成は、以下で扱う。

２．参照

以下のＴＴＣ標準とその他の参考文献は、本標準中で参照されることにより本標準の規定を構成する。全

ての参考文献は改定されうる。そのため、本標準の利用者は、以下に示した参考文献の最新版を参照すべき

である。現在の有効なＴＴＣ標準およびＩＴＵ－Ｔ勧告のリストは定期的に発行されている。

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３：ＩＳＤＮフレームモードベアラサービスレイヤ３仕様

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２：ＩＳＤＮフレームモードベアラサービスレイヤ２仕様

－ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９３３：Digital  Subscriber  Signalling  System  No.2(DSS 2)－Signalling 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 specification  for  frame  relay  service

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１：広帯域ＩＳＤＮ　ユーザ・網インタフェース レイヤ３仕様　基本呼

 ／コネクション制御

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７６：フレームリレーデータ伝送サービスを提供する公衆データ網の網間インタ

　　　　　　 フェース

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０：広帯域ＩＳＤＮの運用保守原則と機能

３．定義と略語

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２、Ｉ．１１３、Ｘ．２００およびＸ．３００の用語および定義に加えて、次の

二つの用語を定義する。

3.1　エンカプセレーション

  「エンカプセレーション」は、あるサービスを提供するためのプロトコルが他のプロトコルにより提供さ

れるレイヤサービスを用いるような変換を、網または端末が実行するときに発生する。これは、インタワー

キングポイントにおいて二つのプロトコルがスタックされることを意味する。エンカプセレーションが端末

において実行される場合、このシナリオは「ポートアクセスによるインタワーキング」と呼ばれる（ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｘ．３００の節３．２．１１参照）。

3.2　プロトコルマッピング

  「プロトコルマッピング」は、コモンレイヤサービスの範囲で、あるプロトコルのプロトコル情報を抜き

出し、他のプロトコルのプロトコル情報にマッピングするような変換を、網が実行するときに発生する。こ

れは、通信する端末がそれぞれ別のプロトコルをサポートしていることを意味する。このインタワーキング
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シナリオにおいて提供されるコモンレイヤサービスは、インタワーキングする二つのプロトコルに共通の機

能により定義される。

本標準は、以下の略号を使用する。

ＡＡＬ ＡＴＭアダプテーションレイヤ

ＡＩＳ 警報表示信号

ＡＲ アクセス速度

ＡＴＣ ＡＴＭ転送能力

ＡＴＭ 非同期転送モード

ＡＵ アダプタユニット

Ｂｃ 認定バーストサイズ

Ｂｅ 超過バーストサイズ

ＢＥＣＮ 逆方向明示的輻輳通知

Ｂ－ＩＳＤＮ 広帯域ＩＳＤＮ

ＣＣ コンティニュイティチェック

ＣＩ 輻輳表示

ＣＩＲ 認定情報速度

ＣＬＲ セル損失率

ＣＰＣＳ ＣＳ共通部

ＤＥ 廃棄可能性

ＤＬＣＩ データリンクコネクション識別子

ＤＴＥ データ端末装置

ＤＴＰ データ転送プロトコル

ＥＦＣＩ 明示的順方向輻輳表示

ＦＥＣＮ 順方向明示的輻輳通知

ＦＨ フレームハンドラ

ＦＬＲ フレーム損失率

ＦＭＢＳ フレームモードベアラサービス

ＦＲＢＳ フレームリレーベアラサービス

ＦＲ－ＳＳＣＳ フレームリレー用ＣＳサービス依存部

ＦＳＢＳ フレームスイッチベアラサービス

ＦＲＬＭＥ フレームリレーレイヤマネジメントエンティティ

ＩＷＦ インタワーキング機能

ＬＡＮ ローカルエリアネットワーク

ＬＡＰＢ 平衡型リンクアクセス手順

ＬＩＶ リンク完全性確認

ＬＬＣ 低位レイヤ整合性（ＩＳＤＮの場合）

論理リンク制御（ＬＡＮの場合）

ＬＰ 損失優先度

ＬＳＢ 最下位ビット

ＭＡＣ メディアアクセス制御

ＭＢＳ 最大バーストサイズ

ＮＡ ネットワークアダプタ
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ＮＬＰＩＤ ネットワークレイヤプロトコル識別子

ＮＮＩ 網ノードインタフェース

ＰＣＲ ピークセルレート

ＰＤＵ プロトコルデータユニット

ＰＣＩ プロトコル制御情報

ＰＨ パケットハンドラ

ＰＬＰ パケットレイヤプロトコル

ＰＳＰＤＮ パケット交換公衆データ網

ＰＶＣ パーマネントバーチャルコネクション

ＱＯＳ サービス品質

ＲＤＩ 逆方向故障表示

ＳＡＰＩ サービスアクセスポイント識別子

ＳＡＲ 分割と再組立

ＳＢＲ 統計ビットレート

ＳＣＦ 同期とコーディネーション機能

ＳＣＲ サステナブルセルレート

ＳＳＣＳ ＣＳサービス依存部

ＳＶＣ スイッチドバーチャルコネクション

ＴＡ ターミナルアダプタ

ＴＥ 端末装置

ＵＵ ユーザ・ユーザ

ＶＣ バーチャルコネクション

ＶＣＣ バーチャルチャネルコネクション

ＶＣＩ バーチャルチャネル識別子

ＶＰＣ バーチャルパスコネクション

ＶＰＩ バーチャルパス識別子

ＷＡＮ ワイドエリアネットワーク

４．フレームリレーベアラサービスとフレームスイッチベアラサービスとのインタワーキング

　フレームリレーベアラサービスとフレームスイッチベアラサービスのインタワーキングは、それらのベア

ラサービスにアクセスする端末や、それらのサービスを提供するネットワークに関する限りトランスペアレ

ントであることを目的とする。

　フレームリレーとフレームスイッチのインタワーキングは、例えば、輻輳制御手順をインプリメントする

こと、および、調整後のＱＯＳパラメータの値を発呼側端末に知らせること等、フレームスイッチ端末とし

て動作する機能を必要とする。

4.1　呼制御要求条件

　呼制御手順はフレームリレーとフレームスイッチで同等であり、両方ともＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３に基

づいている。

　両方のＦＭＢＳをインプリメントしたＩＳＤＮや、それらのサービスモードのうち少なくとも一つをイン

プリメントした網から発呼する場合、ＩＳＤＮは最初に要求されたモードで呼を確立しようと試みる。もし、

それに失敗したならば、もう一つのモードを試みる。この場合、インタワーキングのモードの通知を発呼側

ユーザに返す。
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4.2　データ転送要求条件

　フレームスイッチ用端末とのインタワーキングを望むフレームリレー用端末は、Ｑ．９２２コア手順、な

らびにＱ．９２２制御手順をインプリメントしなくてはならない。図４－１／JT-I555 は、フレームリレー

ベアラサービスとフレームスイッチベアラサービスとのインタワーク構成を示すものである。

4.2.1　輻輳マネジメント手順のインタワーキング

　今後の検討課題。

５．ＦＲＢＳとＸ．２５／Ｘ．３１とのインタワーキング

　以下のインタワーキングのシナリオが可能である。

　(a)ポートアクセス（エンカプセレーションを使用）

ＦＲＢＳを起動して、Ｘ．２５手順を使用（図５－１／JT-I555）するＰＳＰＤＮ／ＩＳＤＮ（ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｘ３１）のポートへのアクセスを提供するもの。この場合、以下の二つのアクセス方法が可能で

ある。

・ ＦＲＢＳのＰＶＣ（パーマネントバーチャルコネクション）によるＸ．２５／Ｘ．３１サービスへの

アクセス（Ｘ．２５のバーチャルコールサービスまたはパーマネントバーチャルサーキットサービス

を提供するもの）

・ ＦＲＢＳのＳＶＣ（スイッチドバーチャルコネクション）によるＸ．２５／Ｘ．３１サービスへのア

クセス（Ｘ．２５のバーチャルコールサービスを提供するもの）

(b)その他のシナリオは今後の検討課題であり、以下のものがある。

・ ＦＲＢＳのＶＣとＸ．２５／Ｘ．３１バーチャルコールとの呼制御マッピングによるインタワーキン

グ。

・ ＮＮＩアクセス－ＦＲＢＳは、ＰＳＰＤＮ／ＩＳＤＮ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１）の内部アクセスに

対し提供され、ＴＥはＦＲＢＳを意識しない。

　全てのシナリオで、エンド・エンドのサービスは、Ｘ．２５のサービスであり、このような場合、サービ

スインタワーキングは存在しない。インタワーキングが生じるのは、サブネットワークのレベルである。

　本章では、以下にあげるインタワーキングについて規定する。

　・ＦＲＢＳとＰＳＰＤＮ（Ｘ．２５）

Q.922
制御

Q.922       Q.922
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図４－１／JT-I555

　(ITU-T I.555)

フレームリレーベアラサービスとフレームスイッチベアラサービスとの

インタワーキング（データ転送手順）
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　・ＦＲＢＳとＩＳＤＮ（Ｉ．２３２．１）すなわちＸ．３１のケースＢ

注－ＦＲＢＳとＸ．３１のケースＡを提供するＩＳＤＮとのインタワーキングは、ＦＲＢＳとＰＳＰＤＮ（Ｘ．

２５）とのインタワーキングに同一である。

　　　　　　　　　 FRBS-UNI               FRBS-UNI

  

  

注－ＬＡＰＢは、ＬＡＰＢコアとＬＡＰＢ制御の二つの部分に分かれる。ＬＡＰＢコアはＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｘ２５の節２．２に記述されているフレーミング仕様と、一部のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５の節２．４の

フレーミング仕様に関連するパラメータ（例えば、アイドルチャネルタイマＴ３および最大フレーム長

Ｎ１）定義に対応している。ＬＡＰＢは、プロトコルエレメントとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５の節２．３、

および上述のものを除いたＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５の節２．４に記述されている手順を含む。

TA FR 網
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 物理      物理
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   リレー

Q.922      Q.922
コア       コア

 物理      物理

 エンカプセ
 レーション

Q.922      LAPB
コア       コア
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図５－１／JT-I555

（ITU-T I.555）

ＦＲ網を経由する一般的なＸ．２５アクセス

NA

PSPDN-DTE(X.25)/
ISDN-TE(X.31)
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5.1　データ転送要求条件

　ＦＲＢＳとＸ．２５サービスとのインタワーキングは、ネットワークレイヤにおいて、Ｘ．２５ ＰＬＰ

を使用し、リンクレイヤにおいて以下のネットワークオプションを使用することにより行われる。

　・ＩフォーマットによるＱ．９２２制御手順；あるいは、

　・輻輳回避のための適切な対策を備えるＬＡＰＢ制御手順、および、５章(a)において述べた一般的な場合

として図５－２ (a)／JT-I555 で示されるようにＬＡＰＢのアドレス、制御、ＩフィールドはＱ．９２２

コアにエンカプセレーションされる。；あるいは

・ ５章で述べた特定のシナリオに対して適用するための図５－２（b）／JT-I555 に示されているエンカプ

セレーション。このエンカプセレーションはＰＳＰＤＮ／ＩＳＤＮ網の内部インタフェースに適用され

る。

　ＳＶＣの場合、どの動作モードを用いるかは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３のＬＬＣ（オクテット６）の適

切なコーディングにより、呼ごとに将来通知される。

(a)ＬＡＰＢのアドレス、制御およびＩフィールドのエンカプセレーション

(b)ＬＡＰＢの制御およびＩフィ－ルドのエンカプセレーション

0

1

10  0  0  0  0  0
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I

0/1 10  0  0  0  0  0
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I
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I
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図５－２／JT-I555

　(ITU-T I.555)

Ｑ．９２２コアにおけるＬＡＰＢエンカプセレーション
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5.2　ＦＲＢＳ　ＰＶＣからＰＳＰＤＮ／ＩＳＤＮ（Ｘ．３１）バーチャルコール／パーマネントバーチャ

ルサーキットへのポートアクセスによるインタワーキング

　図５－３／JT-I555 と図５－４／JT-I555 はＵプレーンでのこのインタワーキングのシナリオを示してい

る。ＴＥ ＡはＦＲＢＳ ＰＶＣ上でＸ．２５を使用する。一度ＦＲＢＳ ＰＶＣが確立すれば、ＴＥ Ａは、

ＰＳＰＤＮに接続されているＤＴＥへのスイッチコネクションを確立するためにＰＳＰＤＮの交換機能を

使用することができる。レイヤ３では、Ｘ．２５ＰＬＰが使われる。このインタワーキングシナリオでは、

ＦＲＢＳ ＰＶＣを確立するのにＣプレーン上のいかなるシグナリング手順も使うことはない。
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物理
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(I.233.1)
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Ａ

DTE
BPSPDN

(X.25)
ＩＷＦ

図５－３／JT-I555

　(ITU-T I.555)

ポートアクセスによるＦＲＢＳ ＰＶＣとＰＳＰＤＮ（Ｘ．２５）バーチャルコ

ール／パーマネントバーチャルサーキットとのインタワーキング
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　注１－Ｃプレーン手順は、Ｂチャネル上のＸ．２５発呼（ＤＴＥ Ｂの発呼）を行う目的でＩＳＤＮのパ

ケットハンドラ（ＰＨ）へのアクセスコネクションを確立するために使用される。また、Ｃプレー

ン手順は、Ｘ．２５着呼（ＤＴＥ Ｂへの着呼）の通知が必要なとき、着呼通知として用いられる。

　注２－ＬＡＰＢはＢチャネル上で使用され、Ｑ．９２１（ＳＡＰＩ＝16）はＤチャネル上で使用される。

注－図５－３／JT-I555 および図５－４／JT-I555 のＩＷＦはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．３３において「アクセスユ

ニット（ＡＵ）」と呼ばれる。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．３３において、ＡＵはパケットモードサービスを提

供する網の一部として示されている。

5.3　ＦＲＢＳ ＳＶＣとＰＳＰＤＮ（Ｘ．２５）／ＩＳＤＮ（Ｘ．３１）バーチャルコールとのポートアク

セスによるインタワーキング

　図５－５／JT-I555 と図５－６／JT-I555 は、ポートアクセスによるＰＳＰＤＮ（Ｘ．２５）／ＩＳＤＮ（Ｘ．

３１）へのアクセスに使われるＦＲＢＳのケースを示す。ＴＥ ＡからＤＴＥ Ｂへの呼は、二段階アプロー

チに基づいている。第一段階ではＱ．９３３呼制御手順を用いてＴＥ ＡからＩＷＦへのフレームリレーコ

ネクションを確立する。第二段階では、ＴＥ ＡがＵプレーン上でＸ．２５ＰＬＰ手順を用いてＸ．２５バ

ーチャルサーキットをセットアップする。追加のＸ．２５バーチャルサーキットのセットアップは、第二段

階のみを繰り返す必要がある。ＩＷＦは、Ｘ．２５ＰＬＰ情報に対してはリレーのみを行う。

　二段階アプローチは、ＤＴＥ ＢからＴＥ Ａへの呼にも同様に適用される。ＣプレーンとＵプレーン間の

調整は、ＩＷＦ内にあるコーディネーション機能の責任である。同期とコーディネーション機能（ＳＣＦ）

は、ＣプレーンとＵプレーン間を調整する責任があり、インタワーキング機能を含まない。ＣプレーンとＵ

プレーン手順の調整に加えて、ＳＣＦはＰＳＰＤＮのネットワークレイヤアドレスとＩＳＤＮアドレスを関

係付ける。

　ＦＲＢＳコネクションの解放は、ＳＣＦの制御のもとで行われ、それにより最後のＸ．２５バーチャルコ
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ポートアクセスによるＦＲＢＳ ＰＶＣとＩＳＤＮ（Ｘ．３１）とのインタ

ワーキング
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ールが解放された後に解放することが保証される。

　ＰＳＰＤＮ（Ｘ．２５）／ＩＳＤＮ（Ｘ．３１）はＩＷＦと共同して、ＩＳＤＮ ＦＲＢＳからＦＲＢＳ

を要求しているユーザ端末のように振る舞う。そのためインタワーキングの取り決めは、ＦＲＢＳに基づく

ことが出来る。このシナリオは、図５－７／JT-I555 に示すようなＦＲＢＳコネクション上のＸ．２５バー

チャルサーキットの多重化を可能にする。

　注１－この呼制御関係は、ＴＥ Ａからの呼に対してのみ存在する。

　注２－この呼制御関係は、ＴＥ Ａへの呼に対してのみ存在する。

　注３－これは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２の節Ａ．４に従った、Ｑ．９３３プロトコルエンティティから

Ｑ．９２２コアエンティティへのＤＬＣＩの引き渡しを示す。

　注４－エンドシステムのプロトコルスタックは、一例である。
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　(ITU-T I.555)

ポートアクセスによるＦＲＢＳ ＳＶＣとＰＳＰＤＮ（Ｘ．２５）とのインタワ

ーキング

(注２)

(注 1)
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　注１－この呼制御関係は、ＴＥ Ａからの呼に対してのみ存在する。

　注２－この呼制御関係は、ＴＥ Ａへの呼に対してのみ存在する。

　注３－これは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２ の節Ａ．４に従った、Ｑ．９３３プロトコルエンティティか

らＱ．９２２コアエンティティへのＤＬＣＩの引き渡しを示す。

　注４－Ｃプレーン手順は、Ｂチャネル上のＸ．２５発呼（ＤＴＥ Ｂの発呼）を行う目的でＩＳＤＮのパ

ケットハンドラ（ＰＨ）へのアクセスコネクションを確立するために使用される。また、Ｃプレー

ン手順は、Ｘ．２５着呼（ＤＴＥ Ｂへの着呼） の通知が必要なとき、着呼通知として用いられる。

　注５－ＬＡＰＢはＢチャネル上で使用され、Ｑ．９２１（ＳＡＰＩ＝16）はＤチャネル上で使用される。

　注６－エンドシステムのプロトコルスタックは、一例である。

注－図５－５／JT-I555 および図５－６／JT-I555 のＩＷＦはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．３３において「アクセスユ

ニット（ＡＵ）」と呼ばれる。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．３３において、ＡＵはパケットモードサービスを提

供する網の一部として示されている。
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5.3.1　呼制御要求条件

　呼制御は、ＦＲＢＳ網上のＱ．９３３、およびＰＳＰＤＮ上のＸ．２５呼制御手順を使用する。ＳＣＦは、

アドレス変換に関する、ＣプレーンとＵプレーン間の同期とコーディネーション機能を提供する。

　Ｘ．２５とＦＲＢＳのトラヒック記述子のネゴシエーション手順は、今後の検討課題である。

６．ＬＡＮとＦＲＢＳとのインタワーキング／ＬＡＮとＬＡＮとのインタコネクション

　本章では、フレームリレーコネクションを使用するローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）とＬＡＮとの

インタコネクションおよびＬＡＮとフレームリレー網とのインタワーキングを扱う。ＬＡＮのインタコネク

ション／インタワーキングはブリッジやルータにより提供される。したがって、フレームリレー網内を伝達

するデータパケットには二つの基本型がある。それらはルーテッドパケットおよびブリッジドパケットであ

る。

　ルーテッドパケットおよびブリッジドパケットは、コネクションレスのネットワークレイヤプロトコルを

使用して転送される。これらのパケットは個別のフォーマットを持つため、送信先が正しくパケットの内容

を解釈できるように識別子を持たなければならない。この機能は、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７にて定義

されるネットワークレイヤプロトコル識別子（ＮＬＰＩＤ）を使用して提供可能である。インタワーキング

は、Ｑ．９２２コアフレーム内のブリッジドパケットあるいはルーテッドパケットのエンカプセレーション

に基づいている。

　フレームリレーサービスはＬＡＮのＬＬＣ／ＭＡＣレイヤと同様のサービスを提供する。そのため、フレ

ームリレーサービスはＬＡＮとＬＡＮとのインタコネクションサービスとして使用することが可能である。

ＦＲＢＳとＬＡＮとのインタワーキング／ＬＡＮとＬＡＮとのインタコネクションは次の二つのレイヤで

認識可能である。

　・ネットワークレイヤ

　・データリンクレイヤ

　ＬＡＮとＦＲＢＳのインタワーキング／ＬＡＮとＬＡＮとのインタコネクションの詳細は本標準の付録

Ⅰで記述する。

７．ポートアクセスによるＦＲＢＳと回線交換サービスとのインタワーキング

　本章では、ＩＳＤＮ回線モードコネクションが、リモートフレームハンドラに対するアクセスを提供する

ために、どのように使用することが可能かを述べる。スイッチドおよびパーマネントコネクションは、回線

およびフレームモード網の両方によってサポートされる。リモートＦＲＢＳに対する回線交換アクセスは、

FRBS 端末

ＦＲＢＳ ＶＣ

X.25 VC

X.25 VC

ＦＲＢＳ網

多重レイヤ変換

X.25 ﾊﾞｰﾁｬﾙｻｰｷｯﾄ

X.25 ﾊﾞｰﾁｬﾙｻｰｷｯﾄ

パケット網

ＩＷＦ

X.25/X.31 端末

図５－７／JT-I555

　(ITU-T I.555)

Ｘ．２５ ＶＣのＦＲＢＳ ＶＣへの多重化
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リモートフレームハンドラに対する最初の回線コネクションの設定によってサポートされる。代わりに、パ

ーマネントサーキットモードコネクションを使用することも可能である。

7.1　ＦＲＢＳスイッチドバーチャルサーキット（ＳＶＣ）のケース

　ＳＶＣはＮＴ２／ＴＥとリモートフレームハンドラ間のインバンドのＦＲＢＳ呼設定手順（ＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３３参照）を使用して設定される（図７－１／JT-I555 参照）。

7.2  ＦＲＢＳパーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）のケース

　ＰＶＣはフレームモード網内では既に設定されているので、端末はリモートフレームハンドラに対するア

クセスのために、あらかじめ割り当てられているＤＬＣＩ値を使用してフレームを転送できる（図７－２／

JT-I555）。

注－ＢとＨチャネルおよび、ＦＲＢＳのＳＶＣとＰＶＣ間のマッピングは、１対１、１対Ｎ、Ｎ対１または

Ｎ対Ｎとできる。１対１および１対Ｎのケースには、１またはそれ以上のＦＲＢＳのＰＶＣがＢまたは

Ｈチャネルで転送される。Ｎ対１およびＮ対Ｎのケースには、いくつかのＢチャネルが一つまたはそれ

以上のＦＲＢＳのＳＶＣまたはＰＶＣを転送する単一のより高速なチャネルをつくるために多重化さ

れる。Ｂチャネルを多重化するためのプロトコルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４４に記述される。

　注－本コネクションを設定するために使用されるシグナリングの例は、ＳＳ７またはＤＳＳ１である。

ET
NT2/TE

ＩＳＤＮ回線モード

Ｑ．９３３（ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ）ＢまたはＨチャネル

 (注)

Ｄチャネル

Q.931
ﾌﾚｰﾑ

ﾊﾝﾄﾞﾗ

ＩＳＤＮフレームモード

ｽｲｯﾁﾄﾞ
ﾊﾞｰﾁｬﾙ
ｻｰｷｯﾄ

ET

図７－１／JT-I555

　(ITU-T I.555)

ＦＲＢＳのスイッチドＶＣとＩＳＤＮ回線交換サービスとのインタワーキング
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　注－本コネクションを設定するために使用されるシグナリングの例は、ＳＳ７またはＤＳＳ１である。

８．ＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮのインタワーキング

本章はＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮのクラスＣサービスで提供されるコネクションオリエンテッド型可変ビ

ット速度サービスのインタワーキングについて記述する。

8.1　概要

　ＦＲとＢ－ＩＳＤＮとのインタワーキングの目的は次の一つまたは両方を許容することである。

(a) ＦＲトラヒックのＢ－ＩＳＤＮ経由での転送

(b) いずれかのタイプの網のカスタマの相互通信

　網運用者がフレームリレーのような多種多様なサービスを提供するためにコアにＢ－ＩＳＤＮの構造基

盤を使用する際に、Ｂ－ＩＳＤＮを経由したＦＲトラヒックの転送の必要性が発生する。ＦＲおよびＢ－Ｉ

ＳＤＮ端末が直接通信できることも必要である。

　本標準ではＦＲとＢ－ＩＳＤＮとのインタワーキングのいろいろな用例をカバーしている。Ｂ－ＩＳＤＮ

とＦＲ網間の二つのインタワーキングのタイプ、サービスインタワーキングおよびネットワークインタワー

キングを定義する。

　ＦＲＢＳ　ＴＥがＡＴＭ　ＴＥと相互に作用する、すなわちＦＲＢＳ　ＴＥがいかなるＡＴＭ機能も果た

せず、ＡＴＭ　ＴＥがいかなるＦＲ機能も果たせないときに、サービスインタワーキングが適用される。全

てのインタワーキングが、インタワーキング機能（ＩＷＦ）によって果たされる。対照的に、ネットワーク

インタワーキングでは、ＡＴＭ　ＴＥがＡＡＬレイヤ内のＦＲ－ＳＳＣＳで特定の機能を果たす。

　さらにＢ－ＩＳＤＮ（ＡＴＭ　ＴＥ）からＦＲＢＳ　ＴＥへのポートアクセスは二段階アプローチに基づ

いている。第一段階では、Ｑ．２９３１呼制御手順を用いてＢ－ＩＳＤＮ　ＴＥからＩＷＦへのＢ－ＩＳＤ

Ｎ　ＶＣＣを確立する。追加のＦＲコネクションのセットアップは、第二段階のみを繰り返す必要がある。

ＩＷＦは、ＦＲのシグナリングおよびデータフローに対してはリレーのみを行う。Ｂ－ＩＳＤＮ　ＶＣＣの

解放は、最後のＦＲコネクションが解放された後に実行される。

　一般的なインタワーキングの要求条件を以下に示し、三つのインタワーキングシナリオの概要を述べる。

　ＰＶＣインタワーキングのケースでは、各インタワーキングシナリオがＦＲとＡＴＭ間のプロトコルマッ

ピング、マネージメントマッピングおよびＯＡＭマッピングを詳細に記述することで規定される。

　ＳＶＣインタワーキングのケースも本標準に含む。

ET

ＩＳＤＮ回線モード

ＢまたはＨチャネル

Ｄチャネル

Q.931

ＩＳＤＮフレームモード

ﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄ
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ｻｰｷｯﾄ

ET

図７－２／JT-I555

　(ITU-T I.555)

ＦＲＢＳのパーマネントＶＣとＩＳＤＮ回線交換サービスとのインタ

ワーキング

 (注)
NT2/TE ﾌﾚｰﾑ

ﾊﾝﾄﾞﾗ
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注－ＵＮＩかＮＮＩプロトコルのどちらかがＩＷＦのインタフェースで使用することが可能である。しかし、

本節ではＵＮＩ信号のみを使用する様々なケースについて述べる。

8.2　一般的なインタワーキングの要求条件

　図８－１／JT-I555 は、本標準で定義する一般的なＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮとのインタワーキング構成を

表したものである。本図はＵＮＩプロトコルがＩＷＦ／ＡＵの両側で使用されるインタワーキングのケース

のみを示している。ＮＮＩプロトコルがＩＷＦの両側で使用されるケースもある。インタワーキングの構成

はＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮクラスＣ、メッセージモード、非確認型動作である。ＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮク

ラスＣサービス間のインタワーキングは、呼制御マッピング（ＳＶＣ）または事前設定（ＰＶＣ）のいずれ

かによって果たされる。呼制御マッピング手順は、ＡＴＭ網を経由したＦＲのシグナリングプロトコルのト

ンネリング（ネットワークインタワーキング）またはＩＷＦにおけるＦＲとＡＴＭ間のシグナリングプロト

コルのトランスレーション（サービスインタワーキングシナリオ）のいずれかによって転送することができ

る。

　直接事前設定される（ＰＶＣ）インタワーキングのコンフィグレーションはＭプレーン（マネージメント

プレーン）によって処理される。ＳＶＣを使用して要求に応じて確立されるインタワーキングのコンフィグ

レーションはＣプレーン（制御プレーン）の呼制御マッピングを含まなければならない。一度インタワーキ

ング機能を通じたコネクションがＭプレーンまたはＣプレーンのいずれかによって確立されると、ユーザデ

ータがＵプレーン（ユーザプレーン）のインタワーキング規則に従う。

　ＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮクラスＣ、メッセージモード、確認型動作のインタワーキングの必要性は今後の

課題である。
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          Ｃプレーン
          Ｕプレーン

注１－Ｑ．２９３３は、ネットワークインタワーキングに対してのみ使用される。サービスインタワーキン

グのケースでは、Ｉ．３６５．１は使用されず、Ｑ．２９３１は使用される。

注２－フレームリレー側でＱ．９３３ケースＡおよびケースＢの両方がサポートされる。

注３－ＵＮＩまたはＮＮＩプロトコルのいずれかがＩＷＦのインタフェースで使用される。ＮＮＩプロトコ

ルＸ．７６はＩＳＤＮとＩＷＦ間のインタフェースで適用できる。

　フレームリレーとＢ－ＩＳＤＮサービスのインタワーキングに関する一般的な要求条件は以下のとおり

である。

　・輻輳制御表示とフレームリレー廃棄優先度のマッピング

　・フレームリレーフレーム長のネゴシエーション手順

　・フロー制御なしの非確認型動作におけるメッセージモード

　・ＡＡＬパラメータネゴシエーション手順なしでコネクション確立後速やかにユーザデータの転送

8.2.1　Ｍプレーンにおけるインタワーキング

　パーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）インタワーキングコネクションは、Ｍプレーン通信経由で

インタワーキング機能のそれぞれの側へパーマネントＦＲとＢ－ＩＳＤＮコネクションを独立につくるこ

とによって確立する。

　ＭプレーンはＦＲ　ＰＶＣとＢ－ＩＳＤＮ　ＰＶＣコネクションの確立およびそれに対する適切なトラ

ヒックパラメータを割り当てる必要がある。

フレームリレーコネクションを記述するために使用されるトラヒックパラメータはＣＩＲ、Ｂｃ、Ｂｅお

よびＴｃである。Ｂ－ＩＳＤＮクラスＣサービスを記述する相応するトラヒックパラメータは選択される具

体的なＡＴＣに依存する。フレームリレーとＢ－ＩＳＤＮトラヒック記述子間のマッピングはＭプレーンに

よって実行され、両網内でどの程度損失率が一致すべきかに依存して、多くの方法でインプリメント可能で

ある。トラヒック記述子のひとつの可能なマッピングはＦＲ／ＡＴＭエレメントマッピングの帯域幅マッピ

ングの節（節８．４．１．３）の中で記述する。

8.2.2　Ｃプレーンにおけるインタワーキング

　関連する網内のＳＶＣインタワーキングコネクションの確立と解放はＣプレーンのインタワーキングに

よって実行される。ＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮ間のＣプレーンのネットワークインタワーキングに対する一般

的なプロトコルスタックは付属資料Ｃで記述する。

　ＦＲとＢ－ＩＳＤＮ　ＶＣＣの１対１マッピングのみサポートされる。Ｎ対１マッピングは今後の検討課

題である。

　ＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮの両方の呼制御が独立の呼制御プレーンで処理されるので、よく似た呼制御機能
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図８－１／JT-I555

　(ITU-T I.555)

ＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮのインタワーキング
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が使用され適切にマッピングできるものとする。

　呼制御マッピングはＩＷＦでインタコネクトされた双方の網でＵプレーンコネクションが確立あるいは

解放されることで提供される。Ｃプレーンの手順はＵプレーンのパラメータ（例えばスループット、最大フ

レーム長）のネゴシエーションを提供しなければならない。

フレームリレーコネクションを記述するために使用されるトラヒックパラメータはＣＩＲ、Ｂｃ、Ｂｅお

よびＴｃである。Ｂ－ＩＳＤＮクラスＣサービスを記述する相応するトラヒックパラメータは選択される具

体的なＡＴＣに依存する。フレームリレーとＢ－ＩＳＤＮトラヒック記述子間のマッピングはＭプレーンに

よって実行され、両網内でどの程度損失率が一致すべきかに依存して、多くの方法でインプリメント可能で

ある。トラヒック記述子のひとつの可能なマッピングはＦＲ／ＡＴＭエレメントマッピングの帯域幅マッピ

ングの節（節８．４．１．３）の中で記述されている。

Ｃプレーンインタワーキングの特定のケースの詳細は節８．３で記述する。

8.2.3　Ｕプレーンにおけるインタワーキング

　ＵプレーンにおけるインタワーキングはＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮクラスＣ、メッセージモード、非確認型

動作のインタワーキングからなる。

　特に、Ｂ－ＩＳＤＮクラスＣ、メッセージモード、非確認型動作は基本的にフレームリレーコアサービス

と同等の機能（表８－１／JT-I555 参照）を提供し、それによりＦＲＢＳをサポートする。

　Ｉ．３６３．５のＡＡＬタイプ５（ＳＡＲとＣＰＣＳ）は、ＦＲ－ＳＳＣＳ（Ｉ．３６５．１）またはヌ

ルのＳＳＣＳのいずれかとともに、ＦＲＢＳに対して必要とされるＢ－ＩＳＤＮサポートを提供する。ＡＡ

Ｌタイプ５（ＳＡＲとＣＰＣＳ）は全てのＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮインタワーキングのシナリオに共通であ

る。

　節８．３で異なるインタワーキングシナリオに対するプロトコル参照アーキテクチャについて、より詳細

に述べる。

　Ｂ－ＩＳＤＮでのインタワーキングをサポートするために使用されるＢ－ＩＳＤＮ　ＡＴＣは選択され

るトラヒックパラメータのマッピング（節８．４．１．３参照）に依存し、網運用者のインプリメントに任

される。

8.3　インタワーキングシナリオ

　以下のインタワーキングシナリオは、ＰＶＣとＳＶＣ両方に適用する。

8.3.1　ネットワークインタワーキング

8.3.1.1　ネットワークインタワーキング  Ｕプレーン（シナリオ１）

　図８－２／JT-I555 は、高速なインタコネクション機能を提供するためにＢ－ＩＳＤＮがフレームリレー

網間に挿入された場合を表している。この場合、フレームリレー網は、Ｂ－ＩＳＤＮのユーザである。ＡＴ

Ｍ網のそれぞれのインタフェース上のインタワーキング機能により提供される独立性のため、ＣＰＥおよび

ＦＲ網は基礎となるＡＴＭバックボーンを意識しない。

　図８－２／JT-I555 で示されたＦＲ－ＳＳＣＳは、Ｉ．２３３．１のフレームリレーコア機能をサポート

している。表８－１／JT-I555 は、ＦＲ－ＳＳＣＳ、ＣＰＣＳ、ＳＡＲサブレイヤおよびＡＴＭレイヤ間の

機能分担を示している。

　ＡＴＭレイヤはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１に規定されており、ＳＡＲおよびＣＰＣＳサブレイヤから構成

されるＡＡＬはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．５に規定されている。ＡＡＬタイプ５（ＳＡＲとＣＰＣＳ）は、

フレームリレーとＢ－ＩＳＤＮのインタワーキングに使用されなければならない。ＦＲ－ＳＳＣＳはＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｉ３６５．１に定義されている。ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵは、フラグ、ゼロビット挿入およびＦ
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ＣＳを除いてＱ．９２２コアフレームと全く同様な構造を持っており、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６５．１に規

定されている。

　Ｂ－ＩＳＤＮ上へのＦＲＢＳコネクションの多重化には、Ｎ対１マッピングと１対１マッピングの二つの

方式がある。

　Ｎ対１マッピングの場合

　  ・多数のフレームリレー論理コネクションが、一つのＡＴＭバーチャルチャネルコネクションへ多重さ

れる。多重化は、ＦＲ－ＳＳＣＳサブレイヤのＤＬＣＩを使用して行われる。これは、図８－３／

JT-I555 に示される。

　１対１マッピングの場合

  　・各々のフレームリレー論理コネクションが、一つのＡＴＭバーチャルチャネルコネクションへマッピ

ングされ、多重化は、ＡＴＭレイヤのＶＰＩ／ＶＣＩを使用して行われる。これは、図８－４／JT-I555

に示される。

　いずれの多重化方式においても、ＦＲＢＳコネクションは、Ｑ．９２２コアＤＬＣＩによって識別される。

　１対１マッピングの場合、ＦＲ－ＳＳＣＳリンクはＶＰＩ／ＶＣＩによって識別される。ＦＲ－ＳＳＣＳ

で、単一ユーザデータストリームと付属資料Ａに記述されるＰＶＣ状態監視情報をＶＣＣ内へ多重化しても

よい。状態監視ストリームはＤＬＣＩ＝0 でなければならず、ユーザデータストリームは 0 以外のどんなＤ

ＬＣＩを使ってもかまわない。１対１マッピングの場合、ＤＬＣＩ＝0 で呼制御信号を運ぶことはできない。

ＤＬＣＩ＝0 で呼制御信号が運べるのは、Ｎ対１マッピングの場合のみである。

　上述したリンクの識別子のすべては、ローカルな意味を持っているだけであり、それらの値は、ＩＷＦの

両側に対して呼設定時や契約時にネゴシエートされる。

一番目の多重化方式（ＤＬＣＩベースの多重化）は、同一のＡＴＭベースのエンドシステム（すなわちエ

ンドユーザまたはＩＷＦ）に終端するＦＲＢＳ ＶＣに対してのみ使用できる。一つの送信元から来て異な

ったＡＴＭベースのエンドシステムに終端する複数のＦＲＢＳ ＶＣは、それぞれ異なったＡＴＭコネクシ

ョンへマッピングされなければならない。この場合、二番目の多重化方式かあるいはその二つの多重化方式

の組み合わせが使用できる。
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　表８－１／JT-I555  Ｉ．２３３．１コア機能と同等なＢ－ＩＳＤＮサービスにおける機能の規定

　　(ITU-T I.555)

ＦＲＢＳ Ｂ－ＩＳＤＮ  クラスＣ、メッセージモード、非確認型

Ｉ．２３３．１

コア機能

ＡＴＭ機能 ＳＡＲとＣＰＣＳ機能

（ＡＡＬ５）

ＦＲ－ＳＳＣＳ機能

フレームの境界識別、配

列と透過性

ＣＰＣＳ－ＳＤＵの保

存

ＤＬＣＩフィールドを

使用したフレームの多

重化／分配

ＶＰＩ／ＶＣＩを使用

した多重化／分配

ＤＬＣＩフィールドを

使用した多重化／分配

フレームが整数個のオ

クテットで構成されて

いるかどうかの検査

ＰＤＵが整数個のオク

テットで構成されてい

るかどうかの検査

フレームが長すぎたり

短すぎないかどうかの

検査

ＰＤＵが長すぎたり短

すぎないかどうかの検

査

伝送誤りの検出

（回復は含まない）

伝送誤りの検出

（回復は含まない）

輻輳制御

順方向

輻輳制御

順方向

輻輳制御

順方向

輻輳制御

逆方向

輻輳制御

逆方向

コマンド／レスポンス コマンド／レスポンス

輻輳制御

廃棄可能性

セル損失優先度 輻輳制御

廃棄可能性
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　二つの多重化の方式に対する輻輳制御方式は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７０およびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７

１に記述されている。

　フレームリレーとＢ－ＩＳＤＮのインタワーキングは以下により実行される。

　・フレームリレー用ＣＳサービス依存部（ＦＲ－ＳＳＣＳ）とＱ．９２２コアの間でプロトコルデータユ

ニット（ＰＤＵ）の情報フィールドの内容を変更せずに転送する。

　・二つのインタワーキングされるプロトコル（Ｑ．９２２とＦＲ－ＳＳＣＳ）のヘッダから引き出される

プロトコル制御情報（ＰＣＩ）は、プリミティブ内のパラメータを通し変換される。これらのパラメー

タは、インタワーキングされる各々のプロトコルのＰＤＵのヘッダを作るために処理される。ＦＲ－Ｓ

ＳＣＳにおいて、これらのパラメータのいくつかは（節８．４．１参照）さらにＡＡＬ５  ＣＰＣＳに

変換されたパラメータにマッピングされる。インタワーキングされるプロトコルのヘッダのフォーマッ

トは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２に定義されている。

　Ｑ．９２２コアおよびＡＡＬ５  ＣＰＣＳとＦＲ－ＳＳＣＳの間で変換されるパラメータのマッピングは、

節８．４．１で記述する。

　フレームリレー網がＢ－ＩＳＤＮネットワークを使用していることは、エンドユーザには見えない。エン

ドユーザのプロトコルは、影響を受けない。

8.3.1.2　ネットワークインタワーキング  Ｕプレーン（シナリオ２）

このインタワーキングシナリオは、フレームリレー網上のフレームリレーユーザとＡＴＭ網上のＡＴＭユ

ーザ間でのフレームリレートラヒックの転送を示している（図８－５／JT-I555 参照）。ＡＴＭ端末は、フ

レームリレー能力（すなわちＦＲ－ＳＳＣＳ）を持っていなければならない。

Ｉ
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Ｆ

B-ISDN

VPI/VCI

VPI

Ｉ

Ｗ

Ｆ

FRBS

    

FRBS

DLCI
DLCI
DLCI

DLCI
DLCI
DLCI

ＩＷＦ ＩＷＦB-ISDN

VPI/VCI

FRBSFRBS

・
・
・

・
・
・

DLCI
DLCI
DLCI

DLCI
DLCI
DLCI

図８－３／JT-I555

　(ITU-T I.555)

複数のＤＣＬＩが一つのＡＴＭバーチャルチャネルコネクションに多重化

される場合

図８－４／JT-I555

　(ITU-T I.555)

バーチャルパス上で各々のＤＬＣＩが一つのＡＴＭバーチャルチャネルコネク

ションへマッピングされ多重化される場合
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　ＩＷＦはシナリオ１のものと同じである。Ｂ－ＩＳＤＮ端末とＩＷＦでのＦＲ－ＳＳＣＳの機能は、ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｉ３６５．１に記述されている。Ｑ．９２２、ＦＲ－ＳＳＣＳおよびＡＡＬ５  ＣＰＣＳ間に

おけるプリミティブのパラメータ値のマッピングは、ＦＲ／ＡＴＭエレメントマッピングの節（節８．４参

照）に記述されている。

8.3.1.3　ネットワークインタワーキング　Ｃプレーン（シナリオ１）

　図８－６／JT-I555 にＢ－ＩＳＤＮとフレームリレーサービスを提供する網間のネットワークインタコネ

クションの場合を示す。この場合、Ｂ－ＩＳＤＮはユーザから見えず、フレームリレー信号とＵプレーン上

でのユーザデータを運ぶフレームリレー網間のパイプとして振る舞う。ネットワークインタワーキングの切

り口では一般的に、複数のフレームリレーコネクションは一つのＡＴＭのＶＣＣ内に多重される。

　インタワーキング機能はフレームリレー信号とＱ．２９３３間のトランスレーションをしなくてよい。フ

レームリレー信号の情報を変化させず透過的にＢ－ＩＳＤＮ網を越えて運んでよい。この場合におけるトラ

ンスレーションの必要性は今後の検討課題である。しかしインタワーキング機能は、Ｂ－ＩＳＤＮ側で適切

な動作をするために、フレームリレー信号のメッセージと情報要素を識別しなければならない。例えば、フ

レームリレー呼設定メッセージが到着したとき、インタワーキング機能は、呼設定メッセージを既に存在す

るＶＣＣ上に送るかあるいは新たなＶＣＣを設定する（すなわち二段階設定手順）かを決定しなければなら

ない。

ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ
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図８－５／JT-I555

　(ITU-T I.555)

フレームリレー／Ｂ－ＩＳＤＮネットワークインタワーキング（シナリオ２）
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　フレームリレーサービスを提供する網とＢ－ＩＳＤＮとの間のＩＷＦには、二つの構成要素がある。一つ

はＣプレーン上にあり、これはＢ－ＩＳＤＮとＤＳＳ２信号の二つの階層に対するインタワーキング機能か

らなる。

　二つ目の構成要素は、図８－７／JT-I555 に示すＵプレーン上にある。これは厳密に、二つのＩＷＦの間

でＢ－ＩＳＤＮ上を透過的にやりとりされるフレームリレー信号からなる。フレームリレー信号のプロトコ

ルはＵプレーン上の信頼できるリンクレイヤプロトコルを要求する。リンクレイヤプロトコルの選択は今後

の検討課題である。
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（Ｃプレーン)
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（Ｃプレーン)

図８－６／JT-I555

　(ITU-T I.555)

フレームリレーサービスを提供する網とＢ－ＩＳＤＮ間のＣプレーン上

でのネットワークインタワーキング（シナリオ１）
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8.3.1.4　ネットワークインタワーキング　Ｃプレーン（シナリオ２）

　図８－８／JT-I555 にＢ－ＩＳＤＮとＦＲサービスを提供するＩＳＤＮ間のネットワークインタコネクシ

ョンの場合を示す。この場合ではＣプレーン上で、ＦＲ端末はシグナリングのためＱ．９３３をインプリメ

ントし、Ｂ－ＩＳＤＮ端末はＱ．２９３３をインプリメントする。Ｑ．２９３３でのシグナリングの制約の

ため、１対１マッピングのみが可能である。Ｎ対１マッピングの将来のサポートは除外されない。
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図８－７／JT-I555

　(ITU-T I.555)

ネットワークインタワーキングの場合のＩＷＦでのＵプレーン信号の構成要素

図８－８／JT-I555

　(ITU-T I.555)

フレームリレーサービスを提供するＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮ間の

Ｃプレーン上でのネットワークインタワーキング（シナリオ２）

(B-ISDN から見れば)



ＪＴ－Ｉ５５５ － 24 －

8.3.2　サービスインタワーキング

　本節では、ＦＲＢＳを提供するＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮとの間のサービスインタワーキングについてのみ

扱う。Ｂ－ＩＳＤＮを経由して接続された二つのＦＲＢＳ網のケースは、ネットワークインタワーキングシ

ナリオにより扱われる（図８－６／JT-I555 参照）。

8.3.2.1　Ｕプレーンインタワーキング

　サービスインタワーキングは、フレームリレー網上のフレームリレー端末とＢ－ＩＳＤＮ網上のＢ－ＩＳ

ＤＮ端末の間における、上位レイヤプロトコルのサービスデータユニット（ＳＤＵ）の転送を記述する。Ｆ

Ｒ網とＢ－ＩＳＤＮ網間のインタワーキング機能は、ＦＲフレームから上位レイヤプロトコルのＳＤＵを抽

出し、それらをＡＴＭセルのペイロードに乗せかえることである。サービスインタワーキングを図８－９／

JT-I555 に示す。

　Ｂ－ＩＳＤＮサービスのユーザはいかなるフレームリレー固有の機能も果たさず、フレームリレーサービ

スのユーザはいかなるＢ－ＩＳＤＮサービス固有の機能も果たさない。全てのインタワーキングの機能はＩ

ＷＦによって果たされる。Ｂ－ＩＳＤＮ端末はＩ．２３３．１タイプのコアサービスをサポートしていない

ので、上位レイヤでのインタワーキング機能が必要となる。

　網事業者は、相互運用可能なフレームリレーとＡＴＭのバーチャルチャネルのそれぞれの対に対して、上

位レイヤにおけるユーザプロトコルのエンカプセレーションに関する二つのオペレーションのモードのう

ち一つを構成あるいは事前設定することができる。端末装置間においてエンド・エンドのサービスを相互運

用可能とするため、ＰＶＣについては構成時にあるいはＳＶＣについては呼設定時に次の二つのモードのう

ち一つが選択される。上位レイヤのユーザプロトコルをエンカプセレーションすることはＩＷＦではオプシ

ョンである。ＩＷＦは本節で議論されるプロトコルのいずれを提供してもしなくてもよい。

　モード１：トランスペアレントモード－エンカプセレーション方法がモード２に示される標準に適合しな

いが端末装置間では互換性があるとき（例えばパケット化された音声）、ＩＷＦはエンカプセ

レーションに何も変更を加えずに転送する。いかなるマッピングや分割／再組立も行わない。

　モード２：トランスレーションモード－フレームリレーのバーチャルチャネルとＡＴＭのバーチャルチャ

ネル上で複数の上位レイヤユーザのプロトコル（例えばＬＡＮ間）を運ぶためのエンカプセレ

ーション方法が、それぞれＲＦＣ１４９０およびＲＦＣ１４８３に適合する。ＩＷＦは二つの

方法の非互換性のため、それぞれのエンカプセレーション間でマッピングする。トランスレー

ションモードはインタワーキング（ルーティングおよび／又はブリッジングする）プロトコル

をサポートする。

　トランスレーションモードを使用するサービスインタワーキングの例を付録Ⅱに示す。

8.3.2.2　Ｃプレーンインタワーキング

　Ｃプレーンの場合のサービスインタワーキングを図８－１０／JT-I555 に示す。インタワーキング機能が

各網のＵＮＩで接続されることが要求される。ＵＮＩ以外のインタフェースを使用するインタコネクション

は今後の検討課題である。Ｂ－ＩＳＤＮ側で、インタワーキング機能はシグナリングプロトコルとしてのＱ．

２９３１を含むＤＳＳ２プロトコルレイヤをインプリメントする。フレームリレー側では、Ｑ．９３３がシ

グナリングに使用される。

　Ｃプレーンの見地から、ＩＷＦは以下を必要とする。

・ インタワーキング機能の両側におけるシグナリングプロトコルエンティティとのインタフェース

・ Ｑ．９３３シグナリング情報と、対応するＱ．２９３１シグナリング情報との間のトランスレーシ

   ョン

・ フレームリレースイッチドバーチャルコネクションの呼番号とＤＬＣＩを、対応するＢ－ＩＳＤＮ
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   バーチャルチャネルコネクションに割り当てられた呼番号とＶＰＩ＋ＶＣＩに関連付ける。フレー

   ムリレースイッチドバーチャルコネクションとＡＴＭ　ＶＣＣは１対１の対応であり、アドレスト

   ランスレーションの要求条件は今後の検討課題である。

・ 他網からの呼設定要求の受領で、ある網に呼の設定を行う

・ 他網からの呼解放要求の受領で、ある網に呼の解放を行う

・ 一方から受信したそれぞれのイベントを処理し、それらを他方での対応するイベントにトランスレ

   ーションする

フレームリレー
サービスを
提供する網

B-ISDN

物理

リンク
(LAPF Q.922)

物理

SSCF(UNI)
SSCOP
AAL5
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UNIISDN PRI/BRI
インタフェース

UNI
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物理

Q.922
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注－SSCS は FRBS とインタワーキング可能な B-ISDN サービスに対応するものである

物理 物理

図８－９／JT-I555

　(ITU-T I.555)

フレームリレー／Ｂ－ＩＳＤＮサービスインタワーキング

図８－１０／JT-I555

　(ITU-T I.555)

フレームリレーを提供する網とＢ－ＩＳＤＮ間のＣプレーン上でのサービス

インタワーキング
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8.4　ＦＲ／ＡＴＭエレメントマッピング

8.4.1　プロトコルマッピング

　ＦＲＢＳとＢ－ＩＳＤＮクラスＣサービス間に必要なプロトコルパラメータのマッピングを図８－１１

／JT-I555 に示す。

注－ＤＬＣＩパラメータはＦＲインタフェースにおけるＦＲコネクションを識別する。ＶＰＩ／ＶＣＩパラ

メータはＢ－ＩＳＤＮインタフェースにおけるＡＴＭコネクションを識別する。コネクション識別子は

ローカルな意味を持っているだけであり、それゆえＦＲのＤＬＣＩとＡＴＭのＶＰＩ／ＶＣＩパラメー

タ間のマッピングは必要としない。Ｎ対１マッピングの場合のみＢ－ＩＳＤＮ側においてＤＬＣＩが意

味を持つ。

8.4.1.1　廃棄可能性と損失優先度のマッピング

　図８－１２／JT-I555 は、ネットワークインタワーキングシナリオでのマッピングを示している。

サービスインタワーキングの場合のＦＲ－ＳＳＣＳはヌルのＳＳＣＳに置き換えられ、上位レイヤプロトコ

ルはＣＰＣＳプリミティブを直接使用することになる。

ISDN
フレームリレー網 B-ISDN

FR/
B-ISDN

IWF

FR 端末装置
B-ISDN
端末装置

コネクションマッピング VPI/VCI(/DLCI)（注）

廃棄マッピング

輻輳マッピング

帯域幅マッピング ATM ﾄﾗﾋｯｸﾊﾟﾗﾒｰﾀ

図８－１１／JT-I555

　(ITU-T I.555)

フレームリレー網とＢ－ＩＳＤＮ間のプロトコルマッピング

CLP

EFCI

DLCI

DE

BECN
FECN

CIR
Bc
Be
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 (a)　ＦＲからＢ－ＩＳＤＮ方向への損失優先度のマッピング

　 ＣＰＣＳ－損失優先度（ＣＰＣＳ－ＬＰ）パラメ－タは以下のどちらかで設定する。

　　　ケ－ス１）ＤＬ－コアデータ－要求プリミティブあるいはＩＷＦ－データ－要求プリミティブの

廃棄可能性パラメータ値そのものを設定する。

　　　ケース２）常に「0」または「1」に設定する。

　　　  コネクション設定時、または契約時にＣＰＣＳコネクションベースで二つのケースを選択できるよ

うにする。また、選択は網提供者による。

 (b)　Ｂ－ＩＳＤＮからＦＲ方向への損失優先度のマッピング

　  廃棄可能性（ＤＥ）パラメータは、以下のどちらかに設定する。

　　　 ケース１）ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵのＤＥフィールドの値とＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知

プリミティブのＣＰＣＳ－ＬＰパラメータの論理和（ＯＲ）

　　　   ケース２）ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵのＤＥフィールドの値

　　　　コネクション設定時、または契約時に網オペレータがＣＰＣＳコネクションベースでＣＰＣＳコネ

クションを上記のどちらのケースにも設定できるように、１）および２）の両ケースをＩＷＦでサポ

ートする。上記の二つのケースを選択する方法は、本標準の対象外である。

注－ＡＴＭセルのＣＬＰビットへのＣＰＣＳ－ＬＰパラメータのマッピングは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．

５（ＡＡＬタイプ５）に規定されている。

8.4.1.2　輻輳表示のマッピング

8.4.1.2.1　ネットワークインタワーキング

　図８－１３／JT-I555 は、ネットワークインタワーキングシナリオのためのフレームリレーＦＥＣＮパラ

メータとＢ－ＩＳＤＮ　ＣＩパラメータとのマッピングを示している。
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 (a) 　ＦＲからＢ－ＩＳＤＮ方向への輻輳表示マッピング

Ｑ．９２２コアフレームのＦＥＣＮはＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵヘッダのＦＥＣＮにマッピングされる。

ＣＰＣＳ－ユニットデータ－起動プリミティブのＣＰＣＳ－ＣＩパラメータ値はＦＲ－ＳＳＣＳによ

って「0」に設定される。このように、ＡＴＭ網あるいはＦＲ網内で発生している輻輳について表示が

分かれている。

ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵのＢＥＣＮフィールドは次の二つの状態のいずれかである場合にＩＷＦに

よって「1」に設定される。

１）ＦＲからＢ－ＩＳＤＮ方向へリレーされるＱ．９２２コアフレームにおいて、ＢＥＣＮが設定され

ている。

２）逆方向でこのコネクションに対して受信された最新のＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知プリミテ

    ィブのＣＰＣＳ－ＣＩパラメータが設定されている。

 (b)　Ｂ－ＩＳＤＮからＦＲ方向への輻輳表示マッピング

　ＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知プリミティブのＣＰＣＳ－ＣＩパラメータ値が「0」であり、ＦＲ

－ＳＳＣＳ－ＰＤＵヘッダのＦＥＣＮが「0」であるならば、ＦＥＣＮはＱ．９２２コアフレームにお

いて「0」に設定される。

　ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵヘッダのＦＥＣＮが「1」であれば、ＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知プリ

ミティブのＣＰＣＳ－ＣＩパラメータ値に関係なく、ＦＥＣＮはＱ．９２２コアフレームにおいて  「1」

に設定される。

　ＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知プリミティブのＣＰＣＳ－ＣＩパラメータ値が「1」であり、ＦＲ

－ＳＳＣＳ－ＰＤＵヘッダのＦＥＣＮが「0」であれば、ＦＥＣＮはＱ．９２２コアフレームにおいて

「1」に設定される。

　ＦＲ－ＳＳＣＳ－ＰＤＵのＢＥＣＮフィールドはＱ．９２２コアフレームのＢＥＣＮフィールドに変

更されることなくコピーされる。
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8.4.1.2.2　サービスインタワーキング

　サービスインタワーキングのためのＦＲ－ＳＳＣＳはヌルのＳＳＣＳに置き換えられ、上位レイヤプロト

コルは以下に示すマッピングを適用することにより、ＣＰＣＳプリミティブを直接使用することになる。Ｑ．

９２２コアフレームのＢＥＣＮフィールドは、ＣＰＣＳフレーム内に等価のフィールドを持たない。

(a)　ＦＲからＢ－ＩＳＤＮ方向への輻輳表示マッピング

　ＣＰＣＳ－ＣＩパラメータは以下のどちらかで設定する。

ケース１）Ｑ．９２２コアフレームのＦＥＣＮビットの値そのもの。

ケース２）常に「0」に設定する。

　コネクション設定時、または契約時に網オペレータがＣＰＣＳコネクションベースでＣＰＣＳコネク

ションを上記のどちらのケースにも設定できるように、１）および２）の両ケースをサポートする。上

記の二つのケースを選択する方法は、本標準の対象外である。

  Ｑ．９２２コアフレームのＢＥＣＮフィールドの値は無視される。

(b)　Ｂ－ＩＳＤＮからＦＲ方向への輻輳表示マッピング

　Ｑ．９２２コアフレームのＦＥＣＮフィールドには、ＣＰＣＳ－ユニットデータ－通知プリミティブ

のＣＰＣＳ－ＣＩパラメータの値が設定される。

Ｑ．９２２コアフレームのＢＥＣＮフィールドは常に「0」に設定する。

注－ＡＴＭセルのＥＦＣＩビットへのＣＰＣＳ－ＣＩパラメータのマッピングは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６

３．５（ＡＡＬタイプ５）に規定されている。

8.4.1.3　帯域幅マッピング

　マッピングはＰＶＣコネクションの確立時に行われる。

　フレームリレーコネクションを記述するために使用されるトラヒックパラメータはＣＩＲ、Ｂｃ、Ｂｅお

よびＴｃ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７０）である。Ｂ－ＩＳＤＮクラスＣサービスを記述するために使用され

る相応するトラヒックパラメータは、選択される具体的なＡＴＣ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１）に依存する。

　ＳＢＲ設定１のＡＴＣを用いたサービスインタワーキングのための一つのマッピング方法を付属資料Ｄ

に示す。この一つの方法は、インタワーキング機能により提供される帯域幅マッピングの選択肢のセットに

含まれ、また、それぞれがインタワーキング機能を提供する網オペレータ間での相互運用をサポートするこ

とが要求される。

　その他のトラヒックパラメータのマッピング方法は、網オペレータによる。

8.4.2　サービスインタワーキングへのマッピング詳細

　フレームリレーのＣ／Ｒプロトコルビットは、ＣＰＣＳ－ＵＵバイトのＬＳＢへ直接コピーされる。

8.4.3　ＯＡＭマッピング

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０はＢ－ＩＳＤＮ　ＯＡＭ原則と機能を扱っている。

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６２０はＦＲＢＳ　ＯＡＭ原則と機能を扱っている。

　Ｂ－ＩＳＤＮ　ＯＡＭ手順とＦＲＢＳ　ＯＡＭ手順間のインタワーキングの要求条件とマッピングは、今

後の課題である。

8.4.4　ＰＶＣ状態管理マッピング

　付属資料ＡにネットワークインタワーキングのためのＦＲ／ＡＴＭ　ＰＶＣ状態報告手順を示す。

　付属資料ＢにサービスインタワーキングのためのＦＲ／ＡＴＭ　ＰＶＣ状態監視手順を示す。
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付属資料Ａ　ネットワークインタワーキングのためのＦＲ／ＡＴＭ　ＰＶＣ状態報告手順

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５５５に対する）

　この付属資料は、非番号制情報フレームを使って、フレームリレーパーマネントバーチャルコネクション

（ＦＲ　ＰＶＣ）の状態の報告に用いることができる適切な付加手順の情報を提供する。

　その手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ａで定義されており、二つのＦＲ－ＳＳＣＳレイヤマネ

ジメントエンティティ（ＦＲＬＭＥ）間のＡＴＭ上を運ばれるＦＲ　ＰＶＣの障害通知の手段や、同様の状

態からの復旧通知について記述している。ＦＲＬＭＥはＦＲ／Ｂ－ＩＳＤＮインタワーキングユニットの中

またはＦＲ　Ｂ－ＩＳＤＮ　ＴＥの中に位置する。フレームリレー側でＦＲ　ＰＶＣのみサポートする場合、

レイヤ２の非確認形モード（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３参照）を使用して、この手順が適用可能である。Ｆ

Ｒ　ＰＶＣと非番号制情報（ＵＩ）フレームの転送のみをサポートするいかなるＦＲＬＭＥによっても、こ

れらの手順は起動できる。これらの手順は（保守とマネジメントよりは）運用のためにのみ使用することを

目的とする。

　これらの手順は以下のものを含む。

 ・ＦＲ　ＰＶＣの追加通知

 ・ＦＲ　ＰＶＣの削除検出

   ・設定されたＦＲ　ＰＶＣが動作可能か不可能かの通知（「動作不可能」とはＦＲ　ＰＶＣは設定され

るが使用できないことを意味し、「動作可能」とはＦＲ　ＰＶＣは使用することが可能であることを

意味する）

 ・リンク完全性確認

上位レイヤメッセージは、ポールビットを「0」に設定し、ＤＬＣＩ＝0 のレイヤ２の非番号制情報フレー

ム（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２で定義されている）を使用して、ＡＴＭ　ＶＣＣ上を転送される。順方向明

示的輻輳通知、逆方向明示的輻輳通知、廃棄可能表示ビットは転送時に「0」に設定される。

注－オプションの双方向手順が使用される場合はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３の節Ａ．６に定義されている。
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付属資料Ｂ　サービスインタワーキングのためのＦＲ／ＡＴＭ　ＰＶＣ状態監視

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５５５に対する）

　フレームリレーとＡＴＭ網間のサービスインタワーキングのために、パーマネントバーチャルサーキット

（ＰＶＣ）の状態管理に関する手順を以下に定義する。

　ＦＲ網のために、ＦＲ　ＰＶＣの状態はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ａに定義されている手順を用

い、網のＦＲ部分でやりとりされることがある。これらの手順は、インタワーキング機能（ＩＷＦ）まで適

用される（付図Ｂ－１／JT-I555 参照）。

　ＡＴＭ網に構成されたＡＴＭ　ＰＶＣの状態は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０に従ったＡＴＭレイヤマネジ

メントの機構から判断できる。

B.1　ＦＲ／ＡＴＭ　ＰＶＣ状態管理のための要求条件

　ＩＷＦはＯＡＭセルフローからＡＴＭ　ＰＶＣの状態情報を得る。コンフィグレーション情報は、追加の

機構（アウトバンド）を必要とすることがある。それは、網管理インタフェースを通じて提供されることが

ある。

　従って、ＦＲ／ＡＴＭ　ＰＶＣインタワーキングの要求条件は以下のとおりである。

１）すべてのＰＶＣ状態情報は、ＯＡＭフローとＱ．９３３　Ａｎｎｅｘ　Ａ手順によって処理される。

２）ＰＶＣのコンフィグレーションは管理手順による。しかし、ＯＡＭセルのエンド・エンドループバ

ックによって確かめることもできる。

B.2　ＦＲ　ＰＶＣ管理手順

　ＩＷＦのＦＲ網側においては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ａに定義されたＦＲ　ＰＶＣ管理手順

が使用され、双方向手順を適用する。

　リンク完全性確認（ＬＩＶ）手順は、ＩＷＦと関連するＦＲ網間のリンクが動作可能であることを保証す

るために使われることもある。

　もしＩＷＦがサービスに影響のある状態を検出したら、ＩＷＦはこれをＡＴＭレイヤマネジメントエンテ

ィティ（ＡＴＭＬＭＥ）に示し、ＡＴＭＬＭＥはＩ．６１０手順に従って、構成されたＡＴＭ　ＰＶＣ上で

Ｆ５（またはＦ４）ＡＩＳを送り始める（インタワーキングＯＡＭセルの使用法に関しては以下の注を参照）。

　ＦＲサービスに影響のある状態がＱ．９３３　Ａｎｎｅｘ　Ａ手順により回復したとき、ＩＷＦはＡＴＭ

側の下流方向へのＡＩＳセルの送信を止める（インタワーキングＯＡＭセルの使用法に関しては以下の注を

参照）。

注－現在、ＡＩＳセルがＦＲコネクションの状態を伝えるいくつかのインプリメンテーションで使われる。

インタワーキング目的における専用ＯＡＭセルのオプション使用は、今後の検討課題である。このよう

な場合、ＩＷＦは、ＦＲコネクションの状態を伝えるためにＯＡＭセルを生成するかもしれない。

B.2.1　新規／削除ＦＲ　ＰＶＣの処理

　ＦＲ網がＰＶＣは「新規」であるとＩＷＦに示すとき、ＩＷＦはその後のＰＶＣ状態監視で使用するため

この情報を記録する。

　エンド・エンドコンティニュイティチェック（ＣＣ）機能がオプションとして提供されるとき、ＩＷＦは、

対応する構成されたＡＴＭ　ＰＶＣ上でエンド・エンドＣＣセルを起動することがある。

　コネクション上でＣＣオプションが提供されないときは、ＩＷＦは、もし要求されるなら管理インタフェ

ース経由でＡＴＭ網管理システムにこの情報を転送することがある。

　ＦＲ網がフル状態表示レポート（およびオプションの非同期の状態表示メッセージ）からＰＶＣ情報要素
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（ＩＥ）を除くことにより、ＰＶＣは「削除」であるとＩＷＦに示すとき、ＩＷＦは上と同様にこの情報を

記録する。

　ＣＣ機能がオプションとして提供されるとき、ＩＷＦは対応するＡＴＭ　ＰＶＣ上のエンド・エンドＣＣ

セルの送信を止める。

B.2.2　動作可能／動作不可能　ＦＲ　ＰＶＣ

　ＦＲ　ＰＶＣの状態を「動作不可能」と決定するための基準を以下に示す。

１）ＦＲ網がフル状態表示レポート（およびオプションの非同期の状態表示メッセージ）の中で、ＦＲ　Ｐ

ＶＣは「動作不可能」と明示している。

２）ＬＩＶがＩＷＦからＦＲ網へのリンクは「ダウン」と示している。

注－ＰＶＣ　ＩＥがフル状態表示レポート（およびオプションの非同期の状態表示メッセージ）の中にすで

に存在しないことにより、ＦＲ　ＰＶＣが「削除」と報告されるとき、ＩＷＦはそのＰＶＣが「動作不

可能」になったとみなすこともできる。

　どちらの場合も「動作不可能」状態は、対応するＡＴＭ　ＰＶＣ上にマッピングされる。動作不可能状態

の結果、構成されたＡＴＭ　ＰＶＣが有効であれば、対応するＡＴＭ　ＰＶＣ上でＦ５（またはＦ４）ＡＩ

ＳセルをＩＷＦが送信する。

　ＩＷＦは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０に従ったエンド・エンドループバックセル手順によって、ＡＴＭ　Ｐ

ＶＣが構成されているかどうか判断する。

　ＦＲ　ＰＶＣの状態を「動作可能」と決定するための基準を以下に示す。

１）ＦＲ網がフル状態表示レポート（またはオプションの非同期の状態表示メッセージ）の中で、ＦＲ　Ｐ

ＶＣは「動作可能」と示している。かつ、

２）ＬＩＶがＩＷＦからＦＲ網へのリンクは「アップ」と示している。

　ＩＷＦは対応するＡＴＭ　ＰＶＣに動作可能状態をマッピングする。動作可能状態の結果、ＩＷＦ内では

ＡＩＳ停止状態になる（ＡＩＳセルは送信されない）。

B.3　ＡＴＭ　ＰＶＣ管理手順

　ＡＴＭ　ＰＶＣ管理手順は以下のセルを使用する。

１）ＡＩＳ／ＲＤＩ　ＯＡＭセルを用いてＡＴＭ　ＰＶＣ状態情報をＩＷＦに運ぶ。

    注－ＡＩＳ／ＲＤＩ不在の状態はＰＶＣの「アップ」を示し、ＡＩＳ／ＲＤＩセルの存在はＰＶＣの「ダ

ウン」を示す。

２）システム管理の制御で、ＩＷＦによりＯＡＭループバックセルを起動して、ＡＴＭ　ＰＶＣのコン

フィグレーション／有効性の確認および障害箇所の特定を行うことがある。

３）コネクション上でＣＣオプションが提供される場合、エンド・エンドＣＣセルを用いる。

　以上の手順からＩＷＦが得た状態とコンフィグレーション情報は、対応するＦＲの状態表示にマッピング

されＦＲ網に配送される。

B.3.1　追加／削除ＡＴＭ　ＰＶＣの処理

　新規ＡＴＭ　ＰＶＣが（管理者の操作によって）構成されたとき、ＩＷＦは 5 秒間隔でエンド・エンドル

ープバックＯＡＭセルを用いループバックを行う。三つの連続したループバックセルがＩＷＦに戻ったとき、

ＩＷＦはＡＴＭコネクションが「追加」と宣言できる。

　ＩＷＦはこれを対応するＦＲ　ＰＶＣにマッピングする。「新規」の表示はＦＲ網にフル状態表示レポー

トの中で報告される。
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　ＡＴＭ　ＰＶＣが（管理者の操作によって）削除または構成を取消されたとき、ＩＷＦはこの表示をＦＲ

ＰＶＣ管理手順にマッピングする。

注－管理者操作によってＡＴＭコネクションのリモートセグメントの構成を取消す場合に、この情報をＩＷ

Ｆへ運ぶために管理インタフェースを用いるかもしれないので、リアルタイムには利用できないかもし

れない。

　「削除」の表示は、ＩＷＦによってフル状態表示レポート（またはオプションの非同期の状態表示メッセ

ージ）から、対応するＰＶＣ　ＩＥを削除することでＦＲ網に報告される。ＦＲ網はＰＶＣが動作不可能で

あると判断し、ＦＲコネクションのエンドポイントに「削除」状態を伝える。

　ＩＷＦとＢ－ＩＳＤＮ　ＴＥでＣＣ機能が提供されている場合、ＩＷＦはユーザセルもＣＣセルもＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｉ６１０で述べる間隔で届かないときにＡＴＭ　ＰＶＣは「ダウン」と宣言する。

  ＣＣオプションがコネクション上で利用できないときは、ループバックセルによってシステム管理の制御

下でＡＴＭ　ＰＶＣの有効性の確認を行うことがある。

B.3.2　動作可能／動作不可能 ＡＴＭ ＰＶＣ

  ＡＴＭ ＰＶＣの状態を「動作不可能」と決定するための基準を以下に示す。

１）ＰＶＣがＡＴＭ網から削除されておらず、ＡＴＭ網がＡＩＳ／ＲＤＩ ＯＡＭセルによりそのＰＶ

Ｃは「ダウン」と明示している。

２）ループバック手順がＩＷＦからＡＴＭ網へのリンクは「ダウン」と示している。

３）ＩＷＦがエンド・エンドＣＣセルを受信するように構成されており、指定区間でのＣＣセルあるい

はユーザセルの欠落がＡＴＭ ＰＶＣの「ダウン」を示している。

  動作不可能基準のいずれかに適合したとき、ＡＴＭ ＰＶＣは動作不可能であると考えられる。マッピン

グされた「動作不可能」表示は、もし対応するＰＶＣが構成されていれば、対応するＦＲ ＰＶＣのフル状

態表示レポート（またはオプションの非同期状態表示メッセージ）をＩＷＦからＦＲ網へと アクティブビ

ット＝0 で送信する。

（網のフル状態表示レポートにより伝達されることから、ＩＷＦはＦＲ ＰＶＣが構成されているかどうか

を知っている）

  一つのＡＴＭ ＰＶＣが追加された後、このＰＶＣの状態を「動作可能」と決定するための基準を以下に

示す。

１）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０に規定する時間の間、ＡＩＳ／ＲＤＩ ＯＡＭセルがＡＴＭ網から受信

されない。かつ、

２）ループバック手順がＩＷＦからＡＴＭ網へのリンクは「アップ」と示している。

  ＩＷＦはこの状態を対応するＦＲ ＰＶＣの「動作可能」表示にマッピングする。
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注１－節Ｂ．２の注および節Ｂ．２．２参照

注２－節Ｂ．３．２参照

注３－節Ｂ．３参照

注４－節Ｂ．２．２および節Ｂ．３参照

a) ATM 網内での欠陥／分断を示す

付図Ｂ－１／JT-I555

(ITU-T I.555)

ATM／FR PVC インタワーキングの管理
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付属資料Ｃ　ＦＲのためのＮ－ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮ間Ｃプレーン インタワーキング

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５５５に対する）

  この付属資料は節８．２．２のＦＲＢＳ網とＢ－ＩＳＤＮ網の間のＣプレーンインタワーキングについて

記述する。

  ＦＲコネクションをＡＴＭバーチャルチャネルコネクション（ＶＣＣ）へマッピングするには二つの方法

がある。

・個々のＦＲコネクションが個別に一つのＡＴＭ ＶＣＣにマッピングされる１対１マッピング

・複数のＦＲコネクションが一つのＡＴＭ ＶＣＣにマッピングされるＮ対１マッピング

  Ｎ対１マッピングの場合のＣプレーンインタワーキングは今後の検討課題である。

  ＩＷＦはデータ転送フェーズにおけるフレームリレーＰＤＵのルーティングのために、ＦＲ側のベアラチ

ャネルとＤＬＣＩ値の関連と、Ｂ－ＩＳＤＮ側のＶＰＩ／ＶＣＩ値とＤＬＣＩ値の関連を定義する。

  付図Ｃ－１／JT-I555 にシグナリングインタワーキングのためのプロトコルスタックを示す。 １対１マッ

ピングの場合について述べると、Ｑ．２９３３手順はＡＴＭ網を介してＦＲコネクションを確立するために

使われる。ＩＷＦはＦＲ網のＱ．９３３手順とＡＴＭ網のＱ．２９３３手順の間のマッピングをサポートす

る。

  もし呼がＦＲ側から発呼されると、ＩＷＦはＱ．９３１手順に従うＦＲ ＴＥとの回線交換コネクション

の呼設定を最初にサポートする。次にＩＷＦはこのコネクションからＡＴＭ ＶＣＣへのマッピングを提供

する。

  もし呼がＢ－ＩＳＤＮ側から発呼されると、ＩＷＦはＡＴＭ ＶＣＣの呼設定をサポートし、それからＱ．

２９３３手順に従うフレームモードコネクションの呼設定をサポートする。

  ＩＷＦがＡＴＭ ＮＮＩを有しているとき、ＡＴＭ呼設定手順はＢ－ＩＳＵＰ（Ｑ．２７２７）とＭＴＰ

－３ｂに従う。
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    注１－Ｑ．９３３ ケースＡ手順が使われているとき、ＦＲ ＴＥからフレームハンドラへの回線モード

コネクションは、まず、Ｑ．９２１上のＱ．９３１を使って確立される。フレームモードコネク

ションは次にＢまたはＨチャネルにおけるＱ．９２２上のＱ．９３３を使って確立される。Ｑ．

９３３ ケースＢ手順が使われているとき、フレームモードコネクションはＤチャネルにおける

Ｑ．９２１上のＱ．９３３を使って直接確立される。

    注２－ＵＮＩとＮＮＩの両方がＩＷＦのインタフェースにおいて適用できる。ＮＮＩがインタフェース

に適用されているとき、プロトコルスタックのＱ．２９３３の部分はＢ－ＩＳＵＰに変更される。

    注３－Ｂ－ＩＳＵＰはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７２７とＭＴＰ－３ｂに記述される。
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ＦＲＢＳ網とＢ－ＩＳＤＮ間のシグナリング手順のインタワーキング
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付属資料Ｄ　ＳＢＲ設定１ ＡＴＣを用いたトラヒックパラメータのマッピング

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５５５に対する）

  この付属資料はサービスインタワーキングの場合におけるＦＲＢＳトラヒックパラメータとＳＢＲ設定

１トラヒックパラメータ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１）との一つのマッピングを定義している。

  パラメータ値マッピングを規定するために以下の定義を適用する。

  ＡＲ  ＝　フレームリレーアクセス速度 (bit/s)

  Ｔｃ  ＝　Ｂｃ／ＣＩＲ ；ここでＢｃの単位は bit、ＣＩＲの単位は bit/s

  ＥＩＲ ＝　Ｂｅ／Ｔｃ

  Ｎ    ＝　１ＦＲフレームで運ばれるユーザ情報バイト数 (byte)

  Ｙ    ＝　ユーザ情報１フレームを運ぶために必要なセル数 (cell/frame)

         ＝  ｛（Ｎ＋８＋Ｋ）／４８｝小数点切り上げ、ここではＡＡＬ５オーバーヘッドの８バイトが

含まれている。

  Ｋ     ＝  ０から６の間の数字で、サービスインタワーキングに使用される特定エンカプセレー

ションのための追加オーバーヘッドに相当する。

  Ｍ ＝　ユーザ情報１フレームを運ぶために必要なバイト数 (byte/frame)

 ＝  Ｎ＋５、ここで５バイトはＦＲフラグ、ヘッダ、ＦＣＳを含む。

ＦＲＢＳからＢ－ＩＳＤＮへのトラヒックパラメータのマッピングは以下のように計算される。

　ＰＣＲ0+1 　＝  (ＡＲ／８bit/byte)×(１／Ｍ)×(Ｙ)

　ＳＣＲ0+1 　＝  ((ＣＩＲ＋ＥＩＲ)／８bit/byte)×(１／Ｎ)×(Ｙ)

　ＭＢＳ0+1　 ＝  ((Ｂｃ＋Ｂｅ)／８bit/byte)×[(１／(１－(ＣＩＲ＋ＥＩＲ)／ＡＲ))＋１]×(１／Ｎ)×(Ｙ)

　ＣＬＲ  　＝  ＦＬＲ×(Ｙ／Ｍ)，概算値 (ＦＬＲ＝フレーム損失率)

Ｂ－ＩＳＤＮからＦＲＢＳへのトラヒックパラメータのマッピングは以下のように計算される。

　ＣＩＲ  ＝  (ＳＣＲ0+1)×(１／Ｙ)×(Ｎ)×８bit/byte

　Ｂｃ   ＝  (ＭＢＳ0+1)×(１／Ｙ)×(Ｎ)×８bit/byte

　Ｂｅ   ＝  ０（ゼロ以外の数値はこれからの課題）

　ＦＬＲ  ＝  ＣＬＲ×(Ｍ／Ｙ)，概算値
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付録Ⅰ　ＬＡＮとＦＲＢＳのインタワーキング／ＬＡＮとＬＡＮとのインタコネクション

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５５５に対する）

Ⅰ.1　概要

　ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）は、ユーザの設備内で、高速のデータ転送を提供する。総合ディ

ジタル通信網（ＩＳＤＮ）は、ユーザの設備内および公衆網または私設網に渡ってデータ転送を提供する。

ＦＲＢＳによる単純化したＬＡＮ間のインタコネクションの概念を説明する二つのシナリオがある。最初

のシナリオは、ＩＳＤＮフレームリレー網を経由したＬＡＮとＬＡＮとのインタコネクションである（付図

Ⅰ－１／JT-I555）。

  第二のシナリオは、ＩＳＤＮフレームリレー網を通してＬＡＮに接続するＩＳＤＮ端末とＬＡＮとのイン

タコネクションである（付図Ⅰ－２／JT-I555）。

　端末装置（ＴＥ）はエンドユーザの装置であり、その装置はＩＳＤＮフレームモード端末またはＩＳＤＮ

端末アダプタに接続された既存のデータ端末装置の組み合わせで構成することができる。

　ＬＡＮ ＩＷＦはデバイスであり、ルータやＭＡＣ－ＬＬＣブリッジで構成することができる。そのサー

ビス特性には、ＬＡＮのプロトコル識別、分割／再組立、フレームのエンカプセレーション、Ｑ．９２２と

ＩＳＯ／ＩＥＣ　８８０２．１／８８０２．２のプロトコル要素のマッピングを含むことができる。しかし、

これらだけではない。

ＬＡＮ／ＷＡＮ　ＩＷＦ：ＬＡＮとＬＡＮおよびＬＡＮとＦＲＢＳとのインタワーキング機能

　

Ｌ
Ａ
Ｎ

ＬＡＮ

ＬＡＮ

LAN/

WAN

IWF

LAN-LAN

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞ

ＩＳＤＮ

ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ

      ｺﾈｸｼｮﾝ

LAN/

WAN

IWF

ＬＡＮ

付図Ⅰ－１／JT-I555

　　(ITU-T I.555)

ＩＳＤＮフレームリレーを経由してのＬＡＮとＬＡＮとのインタコネクション
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ＬＡＮ　ＩＷＦ：ＬＡＮとフレームリレーインタワーキング機能

Ⅰ.2　ネットワークレイヤでのＦＲＢＳとＬＡＮとのインタワーキング

　ＬＡＮ／ＷＡＮ ＩＷＦは、フレームリレー網を介してＬＡＮをインタコネクトするために以下の機能を

有する。

　・ＦＲＢＳ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］参照）フレーム内に任意のＬＡＮプロトコルパケットをエ

ンカプセレーションする。さらに、ＦＲＢＳフレームは、ＰＤＵ内で運ばれるプロトコルを認識するた

めに必要な情報を含む。これによって、相手側のＬＡＮ／ＷＡＮ ＩＷＦまたはＩＳＤＮ 端末で、入力

パケットを正確に処理することができる。

　・ＬＡＮで用いられるコネクションレスプロトコルのネットワークレイヤは、パケットサイズがフレーム

リレー網で提供される最大フレームサイズより大きい場合、パケットの分割／再組立をサポートする。

ＩＷＦは分割されたパケットをエンカプセレーションする。

分割されたパケットの一般的なフォーマットは、エンカプセレーションヘッダを含むことを除けば、他

のエンカプセレーションされたパケットと同じである。大きなパケットは、フレームリレー網に適する

ようなフレームに分割され、フレームリレーセグメンテーションフォーマットを用いてエンカプセレー

ションされる。受信側のＬＡＮ／ＷＡＮ　ＩＷＦでは、分割されたパケットを組み立てる。セグメント

の順序は保存される。もし、いくつかのセグメントがエラーで受信されるか紛失したなら、上位レイヤ

プロトコルは、再送に対する責任を負う。

　・ＬＡＮ／ＷＡＮ ＩＷＦは、ネットワークサービスアクセスポイント（ＮＳＡＰ）プロトコルアドレス

を動的に決定する能力を備える。

Ⅰ.3　データリンクレイヤ（ＩＳＯ／ＩＥＣ　８８０２）でのＦＲＢＳとＬＡＮとのインタワーキング

　前節でＬＡＮのネットワークレイヤとＦＲＢＳとのインタワーキングを論じた。本節では、ＬＡＮのデー

タリンクレイヤ（ＩＳＯ／ＩＥＣ　８８０２）とＦＲＢＳとのインタワーキングに対する要求条件について

Ｌ
Ａ
Ｎ

ＬＡＮ

ISDN TE

LAN

IWF

LAN-LAN

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞ

ＩＳＤＮ

ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ

      ｺﾈｸｼｮﾝ

付図Ⅰ－２／JT-I555

　　(ITU-T I.555)

ＬＡＮとＩＳＤＮ ＴＥとのインタコネクション
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記述する。これは、ブリッジングと呼ばれる。この目的は、ＬＡＮ上のある端末が、物理的に離れているが

フレームリレーベースの広域網（ＷＡＮ）によりインタコネクトされている異なるＬＡＮ上の他の端末と通

信することを可能とすることである。

　これには、以下の二つのケースが考えられる。

　１）メディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤでのインタワーキング。これは、ＬＡＮ間のインタワーキ

ングにのみ適用される。

　２）論理リンク制御（ＬＬＣ）レイヤでのインタワーキング。

Ⅰ.3.1　メディアアクセス制御インタワーキング

　ローカルエリアネットワークセグメント間のインタワーキングは、ＭＡＣレイヤ（ＩＳＯ／ＩＥＣ  ８８

０２．１（ｄ））で行われる。フレームリレーコネクションを用いるＬＡＮとＬＡＮとのインタコネクショ

ンは一組のブリッジによって提供される。ブリッジドパケットは個別のフォーマットを持ち、送信先が正し

くフレームの内容を解釈できるような表示を持たなければならない。この表示はＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５

７７で定義されるネットワークレイヤプロトコル識別子（ＮＬＰＩＤ）を用いて提供される。このエンカプ

セレーションは、フレームリレーコネクションを経由してマルチプロトコルを運ぶために使用される。

　このエンカプセレーション手法をサポートするブリッジはエンカプセレーションを行っているバーチャ

ルコネクションを識別しなければならない。ブリッジドパケットはＩＥＥＥサブネットワークアクセスプロ

トコル（ＳＮＡＰ）を表示するＮＬＰＩＤ値 80（16 進数）を用いてエンカプセレーションされる。このＳ

ＮＡＰヘッダはブリッジドパケットのフォーマットを識別する。

　ＳＮＡＰヘッダは、３オクテットのオーガナイゼーションユニーク識別子（ＯＵＩ）と、その後に続く２

オクテットのプロトコル識別子（ＰＩＤ）からなる。これらはともにブリッジドフレームを識別する。ブリ

ッジエンカプセレーションのために使用されるＯＵＩ値はＩＳＯ／ＩＥＣ  ８８０２オーガナイゼーショ

ンコードである。ＰＩＤは、ＳＮＡＰヘッダの直後に続くＭＡＣヘッダのフォーマットを指定する。加えて、

ＰＩＤはオリジナルのＦＣＳがブリッジドパケットの中に保持されているかどうかを表示する。

Ⅰ.3.2　マッピングによる論理リンク制御インタワーキング

　ローカルエリアネットワークに接続され、ＩＳＯ／ＩＥＣ  ８８０２．２論理リンク制御を利用するステ

ーションは、リモートのローカルエリアネットワークに接続されたステーション、またはＦＲＢＳインタフ

ェースを通して接続されたステーション、またはＦＲＢＳへのインタワーキング機能によりマッピングされ

た他のインタフェースを通して接続された他のステーションと通信を行うことがある。

　ローカルエリアネットワークステーションはＬＡＮ上での通信のためにＩＳＯ／ＩＥＣ  ８８０２．２論

理リンク制御（ＬＬＣ）を使用する。インタワーキング機能はＩＳＯ／ＩＥＣ  ８８０２．２とＱ．９２２

論理リンク制御の間でトランスレーションしなければならない。

　・ＩＳＯ／ＩＥＣ  ８８０２．２とＱ．９２２の制御フィールドは等価であるが、それらの間のトランス

レーションの詳細は今後の検討を必要とする。

　・ＩＳＯ／ＩＥＣ  ８８０２．２はＱ．９２２では利用できない論理リンク制御レイヤでの多重化／アド

レッシング能力を提供する。４タップル（宛先ＭＡＣアドレス、発信元ＭＡＣアドレス、宛先サービス

アクセスポイントインデックス、発信元サービスアクセスポイントインデックス）として表現される各

ＩＳＯ／ＩＥＣ  ８８０２．２論理コネクションは特定のＦＲＢＳ ＤＬＣＩにマッピングされる。加

えて、ＭＡＣヘッダのＲＩフィールドはリコールされ、ＬＡＮセグメント上を転送されるフレームの中

に生成される。

ＦＲＢＳとＬＡＮ間のインタワーキングを保証するためにＦＲＢＳインタフェース上で３オクテット以

上のＤＬＣＩフォーマットを使用することが必要かもしれない。
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付録Ⅱ　トランスレーションモードを使用したサービスインタワーキング例

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５５５に対する）

  本付録はサービスインタワーキングのトランスレーションモードを示している。インタワーキング機能は、

ＦＲ側のＱ．９３３ Ａｎｎｅｘ Ｅ（Multiprotocol Encapsulation over FR）とＢ－ＩＳＤＮ側のＲＦＣ１４８

３（Multiprotocol Encapsulation over ATM Adaptation Layer 5）間でのトランスレーションを実行する。付図Ⅱ

－１にこのトランスレーションを使用したＦＲとＢ－ＩＳＤＮ間のサービスインタワーキングを示す。

注－Ｑ．９３３ Ａｎｎｅｘ ＥはＲＦＣ１４９０と実質的に同一である。

ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ
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付図Ⅱ－１／JT-I555

　(ITU-T I.555)

トランスレーションモードを使用したフレームリレー／Ｂ－ＩＳＤＮサービス

インタワーキング
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用語一覧（ＪＴ－Ｉ５５５）

[A]

ATM Adaptation Layer (AAL) ATMアダ プテーシ ョンレイ ヤ

ATM Transfer capability (ATC) ATM転 送能力

Access Rate (AR) アクセ ス 速度

Adapter Unit (AU) アダ プタ ユニット

Alarm Indication Signal (AIS) 警報表示信号

Asynchronous Transfer Mode (ATM) 非同期転 送モード

Available PVC:有効，PVC 以外：利用可能

[B]

Backward Explicit Congestion Notification (BECN) 逆 方向明示的 輻 輳通知

Bridged Packet ブリッジドパケット

Broadband Integrated Services Digital Network (B-ISDN) 広帯域 ISDN

[C]

Cell Loss Ratio (CLR) セ ル損失率

Committed Burst (Bc) 認定バーストサ イズ

Committed Information Rate (CIR) 認定情報速度

Common Layer Service コ モンレイ ヤサ ービス

Common Part Convergence Sublayer (CPCS) CS共通部

Congestion Indication (CI) 輻 輳表示

Continuity Check (CC) コ ンティニュイ ティチ ェック

Customer Premises Equipment(CPE)     カ ス タ マ宅内装置

[D]

Data Link Connection Identifier (DLCI) デ ータ リンクコ ネクシ ョン識別子

Data Terminal Equipment (DTE) デ ータ 端 末装置

Data Transfer Protocol (DTP) デ ータ 転 送プロトコ ル

Digital Subscriber Signalling System No.1(DSS1)   ディジ タ ル加入者信号方式 No.1

Digital Subscriber Signalling System No.2(DSS2)   ディジ タ ル加入者信号方式 No.2

Discard Eligibility (DE) 廃棄可能性

[E]

Excess Burst (Be) 超過 バーストサ イズ

Exchange Termination (ET) 回線接続

Explicit Forward Congestion Indicator (EFCI) 明示的 順方向輻 輳表示

[F]

Forward Explicit Congestion Notification (FECN) 順方向明示的 輻 輳表示

Frame Handler (FH) フレームハンドラ

Frame Loss Ratio (FLR) フレーム損失率

Frame Mode Bearer Service (FMBS) フレームモードベアラサ ービス

Frame Relay Layer Management Entity (FRLME) フレームリレーレイヤマネジメントエンティティ

Frame Relaying Bearer Service (FRBS) フレームリレーベアラサ ービス

Frame Relaying Service Specific Convergence Sublayer フレームリレー用CSサ ービス 依存部

(FR-SSCS)
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Frame Switching Bearer Service (FSBS) フレームスイッチベアラサービス

Full Status Report フル状態表示レポート

 [I]

Information Element（IE） 情報要素

Interconnection インタコネクション

Interworking Function (IWF) インタワーキング機能

[L]

Least Significant Bit (LSB) 最下位ビット

Link Access Procedure Balanced (LAPB) 平衡型リンクアクセス手順

Link Integrity Verification (LIV) リンク完全性確認

Local Area Network (LAN) ローカルエリアネットワーク

Logical Link Control (LLC) 論理リンク制御

Loss Priority (LP) 損失優先表示

Lower Layer Compatibility (LLC) 低位レイヤ整合性

[M]

Maximum Burst Size (MBS) 最大バーストサイズ

Media Access Control (MAC) メディアアクセス制御

[N]

Network Adapter (NA) ネットワークアダプタ

Network Interworking ネットワークインタワーキング

Network Layer Protocol Identifier (NLPID) ネットワークレイヤプロトコル識別子

Network Node Interface (NNI) 網ノードインタフェース

Network Service Access Point（NSAP） ネットワークサービスアクセスポイント

[O]

Organization Unique Identifier(OUI) オーガナイゼーションユニーク識別子

[P]

Packet Handler (PH) パケットハンドラ

Packet Layer Protocol (PLP) パケットレイヤプロトコル

Packet Switched Public Data Network (PSPDN) パケット交換公衆データ網

Peak Cell Rate (PCR) ピークセルレート

Permanent Virtual Connection (PVC) パーマネントバーチャルコネクション

Protocol Control Information (PCI) プロトコル制御情報

Protocol Data Unit (PDU) プロトコルデータユニット

Protocol Identifier(PID) プロトコル識別子

Protocol Mapping プロトコルマッピング

[Q]

Quality of Service (QOS) サービス品質

[R]

Remote Defect Indication (RDI) 逆方向故障通知

Routed Packet ルーテッドパケット

[S]

Segmentation and Reassemble (SAR) 分割と再組立

Service Access Point Identifier (SAPI) サービスアクセスポイント識別子
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Service Interworking サービスインタワーキング

Service Specific Convergence Sublayer (SSCS)  CS サービス依存部

Signalling System No.7（SS7）          No.7 信号方式

Statistical Bit Rate (SBR) 統計ビットレート

Status monitoring 状態監視

Sub-Network Access Protocol（SNAP） サブネットワークアクセスプロトコル

Sustainable Cell Rate (SCR) サステナブルセルレート

Switched Virtual Connection (SVC) スイッチドバーチャルコネクション

Synchronization and Coordination Function (SCF) 同期とコーディネーション機能

[T]

Terminal Adapter (TA) ターミナルアダプタ

Terminal Equipment (TE) 端末装置

[U]

User-Network Interface (UNI) ユーザ・網インタフェース

User-User (UU) ユーザ・ユーザ

[V]

Virtual Channel Connection (VCC) バーチャルチャネルコネクション

Virtual Channel Identifier (VCI) バーチャルチャネル識別子

Virtual Connection (VC) バーチャルコネクション

Virtual Path Connection (VPC) バーチャルパスコネクション

Virtual Path Identifier (VPI) バーチャルパス識別子

[W]

Wide Area Network (WAN) ワイドエリアネットワーク
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委員 飛田  康夫 WG2-1副委員長・三菱電機（株）

委員 小林　敏晴 WG2-2委員長・ＫＤＤ（株）

委員 保村  英幸 WG2-2副委員長・西日本電信電話(株)

委員 河合　淳夫 WG2-3委員長・（株）日立製作所

委員 杉山  秀紀 WG2-3副委員長・日本アイ・ビー・エム（株）

委員 富久田  孝雄 WG2-3副委員長・日本電気（株）

委員 三浦  章 WG2-4委員長・日本電信電話（株）

委員 松田　雅之 WG2-4副委員長・ＫＤＤ（株）

委員 竹内  宏則 WG2-4副委員長・松下通信工業（株）

委員 三宅  功 WG2-5委員長・日本電信電話（株）

委員 加藤  聰彦 WG2-5副委員長・ＫＤＤ（株）

委員 中牧　恭一 WG2-5副委員長・沖電気工業（株）

委員 前田  洋一 WG2-B-ISDN委員長・日本電信電話（株）

　　　　　　　　               （注）　WG2-xx　：第二部門委員会　第 xx（xx 特別）専門委員会



　第二部門委員会　第三専門委員会

委員長 河合　淳夫 （株）日立製作所

副委員長 杉山  秀紀 日本アイ・ビー・エム（株）

副委員長 富久田  孝雄 日本電気（株）

委員 秋山　太史 ＫＤＤ（株）

委員 橋本  正則 SWG2リーダ・第二電電（株）

委員 宮原  利行 SWG1リーダ・エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ(株)

委員 西澤  政樹 アンリツ（株）

委員 尾崎  裕二 沖電気工業（株）

委員 山下  正敏 住友電気工業（株）

委員 田村  慶章 （株）東芝

委員 加藤　淳也 東洋通信機（株）

委員 丸山　俊一 日本電気（株）

委員 浜田  孝 日本無線（株）

委員 山浦  史雄 日本ユニシス（株）

委員 宮脇  勝志 （株）日立製作所

委員 高橋　英一郎 富士通（株）

委員 山道  秀俊 松下通信工業（株）

委員 岩山　哲治 三菱電機（株）

委員 稲田  隆一 セイコープレシジョン（株）

委員 中  武三男 （財）電気通信端末機器審査協会

事務局 中村　剛万 ＴＴＣ第２技術部

　　ＪＴ－Ｉ５５５　検討グループ　（ＳＷＧ２）

リーダ 橋本  正則 第二電電（株）

サブリーダ*1 角守  友幸 エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ(株)

サブリーダ 高橋  英一郎 富士通（株）

特別専門委員 杉崎  広正 ＫＤＤ（株）

特別専門委員 羽根渕  孝之 沖電気工業（株）

特別専門委員 櫻井  暁 日本電気（株）

委員 浜田  孝 日本無線（株）

特別専門委員 早川  雅男 （株）日立製作所

特別専門委員 山口  広 松下通信工業（株）

特別専門委員 菖蒲  俊文 （株）リコー

　　　　　　　＊１：特別専門委員


	　　



